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衆
議
院
議
員
島
�
君
提
出
個
人
情
報
の
持
ち
出
し
へ
の
取
り
締
ま
り
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

情
報
の
中
に
は
、
秘
密
の
情
報
、
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
る
情
報
、
財
産
的
価
値
の
あ
る
情
報
等
様
々
な
も
の
が
あ
り
、

ま
た
、
情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
情
報
の
取
扱
方
法
も
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
情
報
を
不
正
に
入

手
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
の
特
質
に
応
じ
た
規
制
及
び
処
罰
の
在
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
政

府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
必
要
な
法
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

情
報
を
記
録
し
た
冊
子
や
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
等
を
持
ち
出
す
行
為
が
窃
盗
罪
又
は
横
領
罪
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
こ

れ
ら
の
客
体
で
あ
る
「
財
物
」
の
価
値
は
、
犯
情
と
し
て
考
慮
さ
れ
、
御
指
摘
の
記
録
媒
体
の
価
値
や
記
録
さ
れ
た
情
報
の

価
値
は
、
そ
の
要
素
の
一
つ
と
し
て
、
総
合
的
に
勘
案
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

個
別
の
事
案
に
つ
い
て
、
当
該
行
為
が
不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
五
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
罰
則
に
規
定
す
る
要
件
に

該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
具
体
の
事
実
に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

一



難
で
あ
る
が
、
お
尋
ね
の
各
行
為
が
、
「
不
正
の
競
争
の
目
的
で
」
に
該
当
し
、
「
営
業
秘
密
が
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ

れ
た
書
面
又
は
記
録
媒
体
を
領
得
」
し
、
又
は
そ
の
「
記
載
又
は
記
録
に
つ
い
て
、
そ
の
複
製
を
作
成
」
し
た
上
で
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
等
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
法
第
十
四
条
第
一
項
第
五
号
又
は
第
六
号
に
規
定
す
る
罪

が
成
立
す
る
。

二


